ひまわり園　今年度の取り組みについて
施設長　水城　淳一郎

　今年度、ひまわり園は、利用者２名を新たにお迎えし、計７４名の利用者でスタートいたしました。
今年度も、生活介護事業、就労継続支援事業Ｂ型、就労移行支援事業の３事業に取り組み、利用者の生活する力を高め、自立と社会参加につながるよう支援に努めたいと思っています。また、併設する、ライフサポートてをつなぐ（居宅介護事業所）の運営につきましても、連携を強化し、利用者のニーズに沿ったより良い支援を行いたいと思っています。
生活介護事業は、陶芸、木工、手芸の作業に加えて、軽作業(チラシの封入作業等)、レクリエーション等も取り入れながら、日常生活に必要な基本的生活動作や体力の向上を目指しています。西区橋本にお借りしている畑では、根菜類を中心とした野菜の栽培や収穫を、利用者のリフレッシュも視野に入れた活動として実施していきます。
　就労継続支援事業Ｂ型は、製パンや製菓を主な活動として、製造技術、仲間との関係づくり、意欲や体力など、はたらくことに必要な基礎的な力の維持、強化を目指すとともに、売り上げアップと工賃の向上に努めます。また、注文が少ない時や障がい特性に応じた活動として、軽作業(クリアカップの梱包等)の取り組みをはじめます。
　就労移行支援事業は、個別のニーズに応じた就職活動への支援計画を基に、他機関と連携しながら、求人情報の収集、実習へのチャレンジ等、一般就労に結びつくよう取り組みます。
　カフェ・サンフラワーは、メニューやサービス内容を工夫し、利用客増、収益増につながるよう取り組んでいこうと思っています。
　休日余暇や文化的・体育的余暇活動では、単調になりがちな生活が、活気あるものになるよう、また文化に触れる機会となるよう取り組みたいと思っています。
　安全面に対する取り組みは、避難訓練、施設設備点検、感染症対策、地域と協力する防災訓練、防犯対策等に加え、マニュアルの見直しなど、リスク管理を徹底し、安心して利用できる体制作づくりを行います。
[bookmark: _GoBack]利用者、保護者のみなさまが満足していただける支援を目指し、また、地域のみなさまからも信頼される事業所となるよう、職員一丸となって、取り組んでまいります。
